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ヨシキリザメによる大型頭足類の摂餌例 

A blue shark (Prionace glauca) scavenged dead floating giant 
squid (Architeuthis sp.) off Ogasawara Islands, southern Japan 

 

森 恭一＊１・高橋 誠＊２・高橋智子＊２ 

＊１：小笠原ホエールウォッチング協会 ＊２：株式会社 Sea-Tac 

Kyoichi Mori*1, Makoto Takahashi*2 and Tomoko Takahashi*2 

*1: Ogasawara Whale Watching Association *2: Sea-Tac 

 

 小笠原群島（聟島列島・父島列島・母島列島）の沖合海域には、１年を通じ

てマッコウクジラ（Physeter macrocephalus）が分布しており（Mori et al.,1999）、
このクジラを対象としたウォッチングツアーが開催されている。1998 年９月８

日、筆者（森）は小笠原海域のマッコウクジラの分布、移動、群構成を解明す

る一環として、株式会社 Sea-Tac が開催するマッコウクジラのウォッチングツ

アーに便乗して調査に出かけた。９時 00分、父島二見港を出港したツアーは一

路マッコウクジラがこの時期頻繁に目撃される父島列島南東の沖合を目指した。

当日の天候は晴、風力はビューフォート風力階級２の穏やかな海況であった。

９時 37分には北緯 26 度 58分、東経 142度 15分の地点でマッコウクジラの噴

気を確認し、ウォッチングを開始した。途中昼食などの休息をはさみながらウ

ォッチングを続け、13時 40分に北緯 26度 59分、東経 142度 19分の地点で数

種のミズナギドリ類（Procellariidae）が海面に群がっていたので近づいてみ

ると、大型頭足類の死骸が海面に浮遊しており、ミズナギドリ類はこれをつい

ばんでいた。さらに観察すると、水面下に推定体長３mほどの大型のサメが１匹

おり、この頭足類の死骸の周辺を旋回しては時々かじりつき、肉片を喰いちぎ

っていた（Fig. 1）。現場では種の同定ができなかったので、サメについては船

上から写真撮影をおこない、頭足類は持ち帰って、後日種の同定をおこなうこ

ととした。サメは、14 時５分には他の船舶も集まってきたこともあってか姿を

消した。 

 サメは胸鰭と背鰭の位置関係や吻部の形態、体色からヨシキリザメ（Prionace 
glauca）と判定された（Fig. 2）。頭足類は一部欠損していたが、推定外套長が

175cm、外套幅が引き上げてつぶれた状態で 65cm であった。外套部には、この

サメによるものと思われる食痕（歯形）が多数確認できた。種の同定の鍵にな

る嘴および触腕は欠落していたが、外套部の形態からこのイカはダイオウイカ

属の１種（Architeuthis sp.）であると査定された。Forch (1998)は世界中の

ダイオウイカは１種であることを示唆しているが、日本近海に分布するダイオ

ウイカは数種類いる可能性もあり（窪寺，1998）、ここでは属レベルまでの同定

にとどまった。 

 ヨシキリザメは暖海域に棲息する外洋表・中層性のサメで（谷内，1979）、小

笠原の外洋域にも生息している（小笠原海洋センター，1999）。ヨシキリザメの

胃内容物を見ると群遊性の小型魚類と頭足類の出現頻度が高く（Strasburg, 

1958；Clarke and Stevens, 1974；Tricas, 1979；槇原ら，1980；谷野ら，1985；

堀田，1991）、時にはミズウオ、マグロ類、鯨類、海鳥類といった中・大型生物

の出現例もある（Stevens, 1973；Gubanov and Grigor'yev, 1975；Hazin et al., 
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1994）。主に表層性あるいは夜表性の餌生物を表層で捕食していると考えられて

いるが（Tricas, 1979；Harvey, 1989）、中・深層性の頭足類が餌生物として出

現することもある（Stevens, 1973）。ダイオウイカは水深 200〜1246ｍに棲息す

ると考えられており（Roper and Young, 1975）、棲息水深が一部ヨシキリザメ

と重複するが、その大きさなどを考えると、ヨシキリザメが中・深層性のダイ

オウイカを積極的に捕食しているとは考え難い。小笠原諸島父島列島の南東沖

合ではダイオウイカなどの大型頭足類の死骸がしばしば浮遊していることがあ

り、これはマッコウクジラが食べこぼしたものと推察されている（Mori et al., 
1999）。今回の観察例はヨシキリザメがそのような残骸を日和見的に食している

と考えられ、ヨシキリザメの摂餌生態を考える上で興味深い。 

 本稿をまとめるにあたり、東海大学海洋学部水産学科田中 彰教授にはサメ

の分類と食性について、国立科学博物館動物研究部窪寺恒己博士には頭足類の

分類についてご助言をいただいた。また、東京都小笠原水産センターには頭足

類の標本を一時保管させていただいた。記してお礼申し上げる。 
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Fig. 1 ヨシキリザメによるダイオウイカの浮遊死体へのアタック 

       A blue shark scavenged dead floating giant squid 

 

 
 

Fig. 2 種同定に用いたヨシキリザメの写真 

       Photograph of blue shark to identify the species  
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町田  吉彦   高知大学理学部生物学科  

        

*松永  浩昌    遠洋水産研究所  

               

三浦   忠   山口県萩水産事務所  

        

御前     洋     串本海中公園センター学術部  

        

*水江  一弘   板鰓類研究会会長  

              

水島  健司   サンシャイン国際水族館  

        

宮  正樹    千葉県立中央博物館動物研究科  

             

   



 

- 30 - 

*宮川     透    北海道日高支庁  

            

*武藤  光盛   東京都労働経済局農林水産部水産課  

       

*村上  昌弘   東京大学大学院農学生命科学研究科水圏生物科学専攻  

             

村松   毅   長崎大学水産学部  

        

室伏     誠     日本大学短期大学部（三島）生理学教室  

               

望月  賢二   千葉県立中央博物館  

               

*望月  利彦   大洗水族館    

               

*森  恭一    小笠原ﾎｴｰﾙｳｵｯﾁﾝｸﾞ協会  

             

*森信    敏     笠岡市立ｶﾌﾞﾄｶﾞﾆ博物館  

             

矢島    修      

*柳沢  践夫  （財）ふくしま海洋学習館「ｱｸｱﾏﾘﾝふくしま」  

             

矢野  和成   西海区水産研究所石垣支所  

               

*矢野  憲一   神宮農業館  

             

薮本  美孝   北九州自然史博物館   

        

*矢部   英生    新潟大学大学院自然科学研究科生物圏進化学大講座    

               

山川   卓   三重県水産技術センター  

             

*山口   敦子    京都女子大学家政学部  

        

山田  梅芳     西海区水産研究所  

               

*山田  重隆   水族館マリーンパレス学芸部  

        

              

*山田  孝治    (株）よみうりランド海水水族館  

              

 

吉村   浩   長崎大学水産学部練習船鶴洋丸  

        

*米崎  史郎    長崎大学大学院水産学研究科（竹村研究室）  

               

渡部  終五   東京大学大学院農学生命科学研究科  

             

 

* 受領書の返信者  
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        ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ  ＭＥＭＢＥＲＳ  

                       (July 1, 2000) 

 

Shelton P. Applegate  

Instituto de Geologia, Departmento de Paleontologia,  

Ciudad Universitaria, Universidad Nacional Autonoma  

                     

 

*Ramon Bonfil  

Fisheries Centre, University of British Columbia  

 

 

*Steven Branstetter  

 

    

*George H. Burgess  

Florida Museum of Natural History, Division of Fishes  

University of Florida  

 

William C. Burns  

Greenlife Society,  

 

 

*Gregor M. Cailliet   

Moss Landing Marine Laboratories  

 

 

Jeffrey C. Carrier  

Dept. of Biology, Albion College  

 

 

John G. Casey   

NOAA/NMFS, Northeast Fisheries Center  

Narragansett Laboratory          

 

 

*Jose I. Castro  

NOAA/NMFS, SEFC 

 

 

Hung-Junn Chang（張弘俊）     

Institute of Marine Biology  

National Sun Yat-sen University  

 

 

Che Tsung Chen （陳哲聡）     

国立台湾海洋大学水産学院  

 

 

*Franco Cigala-Fulgosi  

Instituto di Giologia, Paleontologia e Geografia,  
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Universita Degli Studi di Parma  

 

Leonard J.V. Compagno  

South African Museum  

 

 

 

*Eugenie Clark  

Department of Zoology, University of Maryland  

 

 

*Siming Deng   

East Cina Sea Fisheries Research Institute（東海水産研究所）    

 

 

*David A. Ebert  

US Abalone  

 

 

*Sarah Fowler  

Shark News Editor  

The Nature Conservation Bureau Limited  

 

 

 

J.A.F. Garrick   

  

 

Perry W. Gilbert   

Mote Marine Laboratory  

 

 

 

Samuel H. Gruber   

Bimimi Biological Field Station  

 

 

 

J. Herman  

Service Geologique de Belgique  

 

 

Robert E. Hueter  

Center for Shark Research, Mote Marine Laboratory  

 

 

Choong-Hoon Jeong(鄭忠勳 ) 

Inha University, Institute for Basic Science  

C/O Department of Oceanography, College of Natural Science  
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S.J.Joung（荘守正）   

国立台湾海洋大学水産学院  

 

 

*Susumu Kato  

 

 

*Noel R. Kemp  

Tasmanian Museum  

 

 

Nancy Kohler  

NOAA/NMFS, Narragansett Laboratory  

 

 

 

Peter R. Last  

CSIRO Marine Laboratories, Division of  Fisheries  

 

 

John D. McEachran  

Department of Wildlife and Fisheries Sciences  

Texas A&M University  

 

 

*Roberto C. Menni  

Museo de La Plata, Paseo del Bosque s/n 

 

 

*John Morrissey  

Biology Department  

114 Hofstra University  

 

 

Sanford A. Moss  

Biology Department  

University of Massachusetts Dartmouth  

 

 

 

Frank Murru  

Sea World of Florida, Animal Services  

 

 

John A. Musick  

Virginia Institute of Marine Science  

 

 

 

*Arthur A. Myrberg, Jr.  
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Division of Biology and Living Resources,  

RSMAS, University of Miami  

 

 

Lisa J. Natanson  

NOAA/NMFS, Narragansett Laboratory  

 

 

 

Madeline I. Oetinger  

Department of Biology, Kentucky Wesleyan College  

 

 

 

Harald L. Pratt, Jr.   

NOAA/NMFS,  Narragansett Laboratory          

 

 

 

William Raschi  

Biology Department, Bucknell University  

 

 

Wolf- Ernst Reif   

Institut fur Geologie und Palaotologie  

der Universitat Tubingen  

 

 

*Frank J. Schwartz  

Institute of Marine Sciences  

University of North Carolina  

 

 

*Bernard Seret  

MUSEUM NATIONAL D'HISTOIRE NATURELLE,  

Laboratoire d'ichtyologie Generale et Appliquee  

 

 

Daniel J. Sheehy   

Aquabio, Inc.,  

 

 

*Matthias Stehmann  

Institut fuer Seefischerei, BFA fuer Fischerei  

 

 

John D. Stevens  

Division of Fisheries, CSIRO Marine Laboratories  

 

 

Thomas B. Thorson  
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Timothy Tricas  

Department of Biological Sciences  

Florida Institute of Technology  

 

 

Brad Wetherbee  

NOAA/NMFS/NEFSC  

 

 

 

Prachit Wongrat  

Kasetart University  

Department of Fishery Biology  

Faculty of Fisheries  

 

 

Guopiang Xiong （熊  国強）   

East China Sea Fisheries Research Institute （東海水産研究所）  

 

 

Hung-Chia Yang （楊  鴻嘉）    

台湾省水産試験所  

 

 

*Hongxi Zhan  

East China Sea Fisheries Research Institute（東海水産研究所）  

 

 

*George Zorzi   

 

 

* reply to a receipt.  
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通知  

 

   シンポジウム開催案内  

本年12月14,15日に「板鰓類の系統・分類および生態・生理」というテーマでシ

ンポジウムを東京大学海洋研究所で開催いたします。今回もテーマは板鰓類に

関する幅広い分野での情報交換ができるようにしてありますので、多くの会員

の参加を希望いたします。講演は講演者の人数にもよりますが、２０分、質疑

５分で予定しています。また、希望があれば特別講演と言うことで講演時間を

長くしてある分野のレビューをしていただいても結構です。２年に１回の割合

でのシンポジウムですので、その間に蓄積・公表された研究内容を発表してい

ただければ幸いです。  

 

申込先  

    〒424-8610 清水市折戸3-20-1 東海大学海洋学部水産学科内  

板鰓類研究会事務局 田中 彰  

 

締切期日  

１．参加申込：参加は自由ですので、申し込みは必要としません。参加者の概数

を知りたいので、参加予定者は添付したはがきで知らせていただければ幸いです。 

 

２．講演申込：平成１２年１０月３１日（火）必着  

添付はがきで申し込み願います。  

 

３．講演要旨送付：平成１２年１１月２０日（月）必着  

講演要旨は下記の要領でA４用紙１枚にワープロ書きでお願いします。  
 
 

      和文タイトル 
       英文タイトル 

 

      発表者氏名（所属） 

      同上ローマ字・英字で 

 

 本文（図・表の使用可）  

 

      懇親会：１２月１４日（木）  
 

     東京大学海洋研究所内で行います。  

 

       会費は２０００円ですので、奮って  

 

    参加して情報交換・懇親を深めて  

 

    ください. 
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編集後記  

 

・本研究会の会員である東京大学大学院農学生命科学研究科の小川和夫

さん、水産庁遠洋水産研究所の長澤和也さんのもとに昨年１０月、米国

コネチカット大学生態・進化生物学科の寄生虫学者であるJanine N. Cai

ra教授が滞在しました。私の研究室にも訪れ、駿河湾で採集される板鰓

類から寄生虫を採集し、当研究室の学生にも寄生虫研究の面白みを指導

していただきました。また、日本各地で活発に板鰓類の寄生虫を採集し、

一部の会員とは交流をもたれたことと思います。本研究会の発展のため

にも会員相互このような機会を多いに利用する事を期待します。  

・今回も原稿がなかなか集まらず、会員名簿を掲載し、どうにか会報と

して体裁を整えました。金子正彦さんには早くから原稿をいただきまし

たが、本号の発行が送れて申し訳ありませんでした。小笠原の森恭一さ

ん、高橋誠さん、高橋智子さんには無理を言って小笠原での観察例を原

稿にしていただきました。また、手島和之さんにはこれまで板鰓類研究

会に人力を尽くしていただいた谷内透さんが東京大学を退官するにあ

たり、その思い出を文にしていただきました。各位に感謝いたします。 

・引き続き会報を希望される方はお手数ですが、受領書とともに住所・

氏名を明記した会報送付用封筒に180円切手を貼り付け、事務局までお

送り下さい。書籍小包として送ります。切手のみでも助かります。昨年

発行した３５号会報の受領書は約半数の方から返送がありました。また、

今後の会の運営についてのアンケートは22名の方から返送があり、その

うち２名は事務局一任で、１７名の方が会則作成賛成、１９名の方が会

費徴収賛成という結果でありました。この件に関しましては来年のシン

ポジウムで相談したいと思います。  

・板鰓類に関する紹介、調査報告、文献紹介、何でも良いので原稿を送

っていただけると非常に助かります。会員皆様方の積極的な参加を望ん

でいますのでよろしくお願いいたします。  

                                           （田中 彰 記）  
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